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た結果、原料のアルコールに対して 15~50 当量のホルムアミド、および、その 2 倍量の TFA を使用
した場合に、N-置換ホルムアミド化合物が高収率で得られることが明らかとなった。さらに、この反応
では、TFA と他の Brønsted 酸との組合せや、アルカリ金属ハロゲン化物の添加が有効であることが
明らかとなり、特に、TFA と MsOH を組み合わせて使用する条件、および、TFA に LiBr を添加する
条件において、反応が効率的に進行することが明らかとなった。また、本手法は N-置換ホルムアミ
ドだけではなく、他の N-置換アミド、N,N-二置換アミドにも適用可能なことが示された。  











に 2 つの C−N 結合と 3 つの C−C 結合を形成するユニークな反応であり、その反応機構にも興味
が持たれる。  
 これら本研究において開発された反応が実用的な有用物質合成法として利用されると共に、反
応に関して得られた知見が有機合成化学を前進させることが期待される。  
 
